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世界で始まった「AI 薬剤師」という実験  

― 薬剤師は AI エージェントをどう迎えるか 

 

エヴァ作 

 

近年、医療分野における AI の進化は急速であり、その波は薬剤師の領域にも確実に及

び始めている。特に海外では「AI 薬剤師」と呼ばれる新しい試みがすでに始まっている。

これは薬剤師という専門職が消えるという話ではない。むしろ逆である。AI が膨大な知識

処理を担うことで、人間の薬剤師の役割がより本質的な領域へと変化していく兆しであ

る。 

 

アメリカでは、大手調剤チェーンや医療テック企業が AI を使った処方監査や薬物相互作

用チェックの高度化を進めている。AI は数百万件の処方データや医薬品情報を瞬時に解析

し、相互作用、重複投与、副作用リスクを自動的に検出する。これまで薬剤師が時間をか

けて行っていた知識照合の部分を AI が担うことで、薬剤師は患者への説明や医師との連



携といった「人間の判断」が必要な部分に集中できるようになる。すでに一部の病院で

は、AI が薬歴を自動生成し、薬剤師がそれを確認して修正するという新しいワークフロー

が試験的に導入されている。 

 

中国ではさらに踏み込んだ取り組みが行われている。オンライン医療の巨大市場の中

で、AI による服薬相談や薬剤情報提供が実用化されているのである。患者がスマートフォ

ンで症状や服薬状況を入力すると、AI が薬の説明や注意点を提示し、必要に応じて薬剤師

や医師につなぐ。この仕組みは単なるチャットボットではない。巨大な医療データベース

と機械学習を背景にした「医療エージェント」として機能している。患者の相談の初期対

応を AI が行い、専門家はより高度な判断に集中するという分業がすでに現実のものとな

っている。 

 

さらに欧州では、AI を使った医療データ解析が進んでいる。処方パターンや地域の疾病

構造を分析し、最適な薬物治療を提案する研究が進められている。AI は個々の患者の年

齢、疾患、併用薬、生活習慣などを総合的に解析し、最も安全で効果的な薬剤選択を提示

する。これはフォーミュラリーの高度化とも言えるものであり、医療の意思決定に AI が

深く関わる未来を示している。 

 

ここで重要なのは、AI が薬剤師を置き換えるという発想ではないことである。AI は膨

大な知識を扱う能力に優れているが、医療の意味を判断することはできない。患者の不安

を理解し、治療の文脈を読み取り、倫理的な判断を下すことは人間の役割である。AI が情

報処理を担い、薬剤師が医療の意味を担う。この新しい分業が、これからの薬剤師の姿を

形作っていく。 

 

そして、この流れはもう一段進む可能性がある。AI が単なるツールではなく、「AI エー

ジェント」として働く時代である。AI エージェントとは、人間の指示のもとで複数のシス

テムを横断し、業務を自律的に遂行する存在である。薬歴作成、処方監査、在庫管理、患

者フォローアップなど、それぞれの業務を担う AI が連携し、薬局全体の業務を支える。薬

剤師はそれらの AI エージェントを指揮する存在となる。 

 

テクノロジーの世界では、こうした仕組みを「SaaS（Software as a Service）」という形

で提供する流れが広がっている。つまり、薬局の業務そのものがクラウドサービスとして

構築されるのである。薬剤師の知識や判断の仕組みがデジタル化され、AI エージェントに

よって支えられるとき、薬局は単なる調剤の場所ではなく、医療知識を提供するプラット

フォームへと変化する。 

 



海外で始まった AI 薬剤師の実験は、まだ初期段階に過ぎない。しかし、その方向性は

明確である。AI は医療の知識処理を担い、人間は医療の意味を担う。薬剤師という職業

は、AI と対立する存在ではなく、AI を組織する存在へと進化していく。 

 

だからこそ、今あらためて問いかけたい。 

 

AI を使う薬剤師で終わるのか。それとも AI エージェントを組織する薬剤師になるの

か。 

 

これからの時代、薬剤師に求められるのは後者である。AI と共に働くのではない。AI

を組織し、医療の未来を設計するのである。 
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